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■背景
• 生物多様性を保全していくには
    原生的な地域を保全するだけではなく「里山」のように人の

影響を受けて形成・維持されてきた二次的自然環境の保全
や再活性化も同じく重要。

• Socio-Ecological Production Landscape and Seascapes (SEPLS)
(社会生態学的生産ランドスケープ・シースケープ)

    生物多様性を維持しつつ、人と自然の相互作用によって形成
された土地利用の動的なモザイク。

• こうしたランドスケープは世界中で見られるが
都市化や産業発展、急激な人口の増加・減少などの理由により、
多くの場所で危機にさらされ、既に失われてしまったところも多い。

イギリスマラウイブータン オーストラリア

日本

SATOYAMAイニシアティブ



・二次的自然環境における自然資源の持続可能な利用・管理を推進
・自然共生社会を実現

SATOYAMAイニシアティブ

長期目標と３つの行動指針

新たな
共同管理の
あり方の探求

多様な生態系の
サービスと価値の

確保のための知恵の
結集

伝統的知識と
近代科学の

融合

9カ国の政府を含む51団体で発足
（2010年10月19日）
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SATOYAMAイニシアティブ
国際パートナーシップ（IPSI)

348団体（2025年12月現在）
事務局：国連大学サステイナビリティ

高等研究所 (UNU-IAS)

長期目標
自然共生社会の実現

先住民・地域
コミュニティ
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IPSIの新戦略と行動計画 2023-2030
IPSI Strategy and Plan of Action 2023-2030

2023年７月に秋田で開催された第９回IPSI定例会合において採択。

【戦略目標】

パートナーシップの次の１０年間において、SATOYAMAイニシアティブに関連する活動に貢献し、

昆明・モントリオール生物多様性枠組（KMGBF）を推進するための５つの戦略目標を設定。

1. 知識の共同生産、管理、活用

2. 制度上の枠組みおよび能力開発

3. 地域ベースの保全対策

4. 生態系の回復

5. 持続可能なバリューチェーン開発

IPSI Strategy and Plan of Action 2023-2030
Five strategic objectives
1. Knowledge Co-Production, Management, and Uptake
2. Institutional Frameworks and Capacity Development
3. Area-Based Conservation Measures
4. Ecosystem Restoration
5. Sustainable Value Chain Development
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VIDEO INSTITUCIONAL ESPOCH 2025
https://www.youtube.com/watch?v=kDClhsoUx10

第10回IPSI定例会合（IPSI-1O）
ESPOCH, Riobamba, Ecuador

3-5 March 2026



写真提供：「能登の里山里海」世界農業遺産活用実行委員会

能登半島（九十九湾）
Noto peninsula
世界農業遺産（２０１１）
Noto’s GIAHS
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2011年認定





能登復興支援シンポジウム
～能登の創造的復興に向けて～

日時：2024年5月11日

会場：国連大学本部（東京）

共催：国連大学サステイナビリティ高等

研究所、環境省、石川県、公益財団法人

地球環境戦略研究機関（IGES)、地球環

境パートナーシッププラザ（GEOC）、

公益財団法人国連大学協力会

パネルディスカッションには能登の高校

生も参加。

イベント記事、動画↑
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世代やセクターを超えた協働・連携、ユースの参画の必要性、

能登の未来を担う若者がワクワクする復興プランを作ることの

重要性などが共有されました。



能登復興支援 国際シンポジウム

災害に強い地域の復興を目指して – 能登・東北・世界から
学ぶ自然を活かした防災・減災– 

日時：2025年3月20日 会場：金沢市文化ホール

共催：国連大学サステイナビリティ高等研究所（UNU-IAS）、環境省、石川県、公益財

団法人地球環境戦略研究機関（IGES）、公益財団法人国連大学協力会（JFUNU） ↑イベント
記事、動画
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深刻化する気候変動に対応した復興を考えることの重要性や、能登の助け合いの

文化や自然資源を活用した暮らしが災害時にも役立ったこと、被災地で緑化など

の活動に参加することが心の痛みからの回復やコミュニティの繋がりの構築にも

良いこと、などが共有されました。



2025年度 GIAHS スタディー・プログラム
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対象：県内大学生・県内出身の大学生
主催：石川県、国連大学UNU-IAS OUIK
• 金沢大および京大の学生11名が参加
• 講義、能登研修（８月）、中間発表、 イタリア 研修（９月）、
最終成果発表会（11月）
能登GIAHSやイタリアGIAHSから学び、能登の復興に向けて考える。
FAO本部等訪問。

能登視察（８月７－９日）



EXPO 2025大阪・関西万博
「～CONNECTING YOU TO 能登～」
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主催：環境省（国連大学UNU-IASが連携し開催）
①「生物多様性（強く生き抜く生き物たち）について能登の小学生と学ぼう！」

能登町立柳田小学校6名（5－6年生）が発表（さかなクンとオンライン交流）
②「被災地に学ぶ防災と復興について能登の高校生と学ぼう！」

石川県立七尾高等学校5名（1－2年生）が発表

柳田小学校の発表の様子
（８月27日）

七尾高校の発表の様子
（８月28日）



能登半島地震 緊急支援募金
国連大学協力会

発災状況 令和6年1月1日地震発生 / 9月21日豪雨発生

目的 生活再建・里山里海と共にある地域の暮らしや営みの回復

使途 頂いたご寄付は全額を国連大学UNU-IAS OUIKとの連携の深い
現地5団体等へ助成

支援先５団体の活動内容

①能登地域GIAHS推進協議会（9市町）

• 世界農業遺産「能登の里山里海」の保全活用

• 学校と連携した生き物調査の推進

②能登里山里海マイスターネットワーク

• 能登の若手人材の生業の復興

• 人材ネットワークの強化

写真：団体フェイスブックページより



支援先５団体の活動内容

③ミライノトモシビ（能登町）

• 地域の高校生のプロジェクト支援

（挑戦・学び・交流の支援）

④能登島自然の里ながさき（七尾市）

• 里山管理・里山資源を活用した塩づくり・希少

種保全、教育活動

• 井戸・雨水を活用した防災

⑤のと復耕ラボ（輪島市）

• 民間ボランティア拠点

• 古材レスキュー

• 持続可能な里山・森づくり

※寄付方法の詳細は、QRコードから国連大学協力会ウェブページを
ご参照ください。

写真：団体提供



Forests

森
Forests

森
Charcoal炭

Shiitake

シイタケ

http://tse1.mm.bing.net/th?id=OIP.M356bc93f0ccf6c77a32fff7f6daa4da6o0w=200h=148c=0pid=1.9rs=0p=0

Abalone あわび Sea cucumber
ナマコ

Amberjackブリ
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Wild 
Vegetables
山菜

Noto Oyster
能登かき

Noto Wine

能登ワイン

Ama women free divers

海女漁

Paddy Fields

水田
Paddy Fields

水田

Upland Fields

畑
Upland Fields

畑

Agehama Salt

揚げ浜塩

Seaweed
海藻

Biocultural Diversity in 
“Noto’s Satoyama and Satoumi”

「能登の里山里海」の生物文化多様性
Sea

海
Sea

海

Kiriko Festival

キリコ祭り

Turban snail 
(shellfish) サザエ

Noto Rice

能登米

「能登純米」の画像検索結果

Noto Sake

能登酒

Swan白鳥
Biodiversity Conservation

生物多様性の保全

Local Varieties 
Conservation
在来種の保全

Noto Vegetables

能登野菜

Fermented Sushi

なれずし

Preservation of 
Food Culture
食文化の継承

Biocultural Diversity of Noto
能登の生物文化多様性

Aenokoto あえのこと

Succession of 
Festivals & Rituals
祭りと行事の継承

http://www.bing.com/images/search?q=%e6%b5%b7%e5%a5%b3%e3%80%80%e8%bc%aa%e5%b3%b6%e3%80%80%e3%81%82%e3%82%8f%e3%81%b3&view=detailv2&&id=681413F4FA2642A60BF7E60726DC51E5186EDC0F&selectedIndex=87&ccid=NWvJPwzP&simid=608028243244550329&thid=OIP.M356bc93f0ccf6c77a32fff7f6daa4da6o0
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwj_y4brpbHPAhUHFJQKHaH6DAwQjRwIBw&url=http://konchikitai.com/25_295.html&bvm=bv.134052249,d.dGo&psig=AFQjCNFfRlsx8JBy9Pyx0vZfJzF9PRNaqQ&ust=1475125639217179


写真：環境省



パネルディスカッション

冒頭スピーチ 6分間のスライド



能登里山里海トーク
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日時：2024年11月、2025年2月、3月
場所：国連大学本部／GEOC（東京）
主催：国連大学UNU-IAS OUIK
協力：石川県、GEOC

ファーマーズマーケットで能登の生産者さん
の声を届けました。“地域と地域外のつながり
が大きな力に”

トーク１：和菓子、あげ浜塩の生産者さん

トーク２：農家、醤油、野菓子の生産者さん
トーク３：水稲、干し柿農家、
ブルーベリー加工品の生産者さん



当目の里山（能登町）

まるやま組（輪島市）当目の里山（能登町）

大野製炭工場（珠洲市）



断水時における井戸水の利用状況調査－能登島を対象に－
国連大学UNU-IAS OUIK 小山明子、石川県立大学 柳井清治

金沢市

目的

• 井戸の種類や分布、水質の把握

• 断水期間中の井戸水の使用状況の把握

• 災害に強い（レジリエントな）地域づくり
のための水利用のあり方の検討

手法

1．断水状況のデータ収集

2．ヒアリング

3．水質調査

4．アンケート（868世帯全戸配布）



深井戸(20-120m)浅井戸 (1-6.5m) 横井戸

井戸跡

井戸の種類

古井戸

地質とヒアリングで把握した井戸の分布

分布

断水時の使用状況

・ 72％の回答者が断水期間中に井戸水を使用

（自宅の井戸水使用は41％）

普段の使用状況
・42％の回答者が井戸を日常的に利用
（西部は60％以上）

地域内に多数の井戸が現存し、最長3か月に及ぶ断水期間中に重要な役割を果たしていた。



2024年地震・豪雨の影響
（里山・森林地帯）

資料：柳井清治



集中豪雨により発生した表層崩壊
(輪島地区)

膨大な量の土砂と流木が扇状地上の住宅を埋め
つくす

輪島市山本地区に発生したスギ人工林斜面の
崩壊

資料：柳井清治



震災前の汀線

震災後の汀線

門前地区黒島海岸
資料：柳井清治

町野川河口 資料：柳井清治

元の海水面

半島西部 地盤隆起

半島西部 地盤隆起



森‐川‐海の連続性の確保

多くの土砂が流出し、大規模な防災工事が予定されている町野川水系

希少な魚類への影響

石川県HPより

写真：荒川裕亮

資料：柳井清治



26資料：環境省2023年03月31日
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